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「漫画村」と2018年ブロッキング論争
• 出版ビジネス・文化におけ
るコミックの重要性

• 漫画村 (2016-2018)
• 防弾ホスティング、

Cloudflareを利用
• SimilarWebによると
月間1億アクセス

• 約3千億円の被害と推計
• 首謀者は懲役3年の実刑判決
（2021年6月）

https://shuppankagaku.com/statistics/comic/ 1



「漫画村」と2018年ブロッキング論争
• 緊急対策における緊急避難構成への批判

• 保護法益：児童ポルノとの違い
• 補充性
• 法益均衡
• 法律の根拠を欠く事実上の強制？

• タスクフォースが取りまとめに
至らなかった要因

• 森先生の激闘
• 若江砲
• 漫画の苦境を救うためのブロッキング推進だったのか？
• 事務局がブロッキング法制化を急いだ
• 両論併記のまま文化庁・著作権法コミュニティに具体化が委ねられた
場合には要件・範囲とも広範なものになるおそれがあった

• 出版社も通信側との協力関係の構築を優先
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http://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/chitekizaisan2019/pdf/kaizoku_taisaku.pdf 3



ステークホルダー間の協力体制

https://www.abj.or.jp/project

• 正規版マーク
• 海賊版サイトのリスト化
• 普及啓発
• 出版社、電子書籍事業者、
通信事業者

• 出版社と通信側の信頼構
築と情報交換

• Stop!海賊版キャンペーン
の協力

• 海賊版サイトリスト基準
の助言

• 出版社、通信事業者の担
当者、弁護士、学識者
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https://www.saferinternet.or.jp/info/14548/
https://www.abj.or.jp/stopkaizokuban 5

https://www.saferinternet.or.jp/info/14548/
https://www.abj.or.jp/stopkaizokuban


最近の動向
• 2020年～：漫画海賊版サイトの急成長

• COVID-19の巣ごもり需要？
• DL違法化の効果は限定的？
• SimilarWebによると、上位10サイトの月間アクセス数は3億アクセス
（2021年5月）

• その多くのホスティングサーバーはベトナム
• 他のCDNとは異なり、権利者からのキャッシュ削除等に応じない特定
の事業者のサービスを利用
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最近の実務意見交換会の対応
• 出版・通信の信頼を前提に、知
財本部・文化庁・総務省との連
携強化

• レジストリ・CDN等WGの設置
• ICANN等での政府による問題提起
の後押し

• CDNと出版社の関係の整理
• 取り扱うデータの単位、コンテン
ツの保持時間、通信のエンドポイ
ントの3点でCDN事業者の責務は
キャリア・ISPよりもホスティン
グ事業者・プラットフォーム事業
者に近い（石田慶樹et al, 2021）

7https://www.jilis.org/report/2021/jilisreport-vol3no19.pdf



結びに
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• ブロッキング法制化論は漫画の外側で高まりつつある
• 海賊版の問題はインターネットガバナンスの問題そのもの
• 表現の自由・通信の秘密・プライバシーを守りながら、同時に
インターネット上の課題への解決に、外部と真摯に議論して協
力することが必要

• 自律・分散・協調の意義が問われる
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